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長野県教育委員会委員長　松田泰俊　様

長野県高等学校教職員組合

執行委員長　高村　裕

高等学校改革プランの実施準備に関する申し入れ

3月30日の長野県教育委員会第841回臨時会で決定された「長野県高等学校改革プラン実施計画」の発表以来、県教育委員会事務局は実施年度、募集学級数などを基本的枠組みと称して変更はあり得ないとする一方で、統合校の教育課程などを1学期中に決定するよう再編整備対象校に迫っています。再編整備対象校では現在、このスケジュールに間に合うように文字通り懸命な検討・準備が進められていますが、一方で、「このまま進めて生徒たちにとって魅力ある学校ができるのだろうか」、「県民益に反することを進めているのではないか」という高校改革プランについての根本的な疑問を抑えることができません。本来ならば新しい学校づくりや学校の魅力づくりは生徒、保護者、地域の人々と教職員、県教育委員会が対話を重ね、知恵を出し合いながら進める夢と希望にあふれる作業であるはずです。「実施計画」にも同様に記載されているにも関わらず、現実には教職員と県教育委員会だけで進められており、この点について教職員の苦悩は深いものがあります。また、急ぐあまり、慎重さを失い、間違いがあってはならない入学者選抜を遺漏なく行うことが出来るのか危ぶむ声も寄せられています。過日開催した私たちの第85回定期大会の議論で、高校改革プランの来年度実施がいかに困難であり、見送るべきであるという意見が相次ぎました。定期大会での議論をもとに下記のように申し入れますので、よろしく検討いただき、適切に対処されるようお願いいたします。

記

１　来年度実施というスケジュールを先送りしてください。

　　今回の統廃合計画の目的は、「魅力ある学校づくり」だったはずです。地域の合意がある程度得られている再編案であっても、このような短期間で十分な準備をして、新入生を迎えることはきわめて困難です。県民の願いは、多少時間はかかっても「魅力ある学校をつくりたい」ということであり、拙速に学校の数を減らすことではありません。地域の合意が得られていない再編案を、教職員と県教育委員会だけで強引に進めて、魅力ある学校になるはずがありません。

２　再編整備対象校からの要求には誠実に対応してください。

　　県教育委員会事務局は毎週再編整備対象校を訪問し、進捗状況を確かめていますが、対象校からの疑問に答えることができていません。たとえば、定時制高校を単位制にすることになぜこだわるのか、施設設備の整備について予算の保障はどの程度あるのか、校名の変更はどのように進めるのかなどです。準備をすすめるにあたって非常に重要な問題でありながら、責任ある回答を事務局はしていないのです。職員会に出席して、全職員へ説明してほしいとの要望にも応じていません。地域の人々への説明会もさらに行うべきです。

３　再編整備対象校の教職員の勤務実態を把握し、十分な配慮をしてください。

　　対象校に数時間分の加配はありましたが、準備の中心的役割を担っている教職員の精神的、肉体的負担は過重になっています。担当者は１日刻みのスケジュールに追われ、休日返上で、深夜におよぶ超過勤務を免れず、また職員間で充分な議論もできないために、抱え込む苦悩は深まるばかりです。結果として学校全体の教育力を低下させ、在校生に不利益をもたらしています。ただちに適切な配慮が必要です。

以上

